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少子高齢化が進み，近年の厳し
い財政状況の中で，道路施設の維
持補修においても計画的かつ効率
的な管理業務が課題となっている．
道路管理業務コストの中でも道路
巡回業務が占める割合は少なくな
い．道路の安全性確保を前提とし
ながらも，同時に効率性にも考慮し
た道路巡回方法を検討することが
求められている．

背景

研究体制
滋賀国道工事事務所
京都大学，大阪大学
パスコ，ニュージェック

道路障害物発生過程のモデル化

プロジェクトのフロー

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

道路付帯施設（情報管理施設）

施設の点検、維持管理業務に関する実態調査

障害物発生過程のモデル化
ポアソン過程を基本とする障害物発生過程の推計

（ランダム比例ポアソンモデル）

道路巡回業務支援システ
ムの開発（iPad2）

障害物と苦情の発生過程
のモデル化（階層的隠れポ

アソンモデル）

業務フロー全体の効率化
（ロジックモデル）

最適道路巡回政策
（リスクと費用を考慮）

アセットマネジメント手法の実証分析
業務支援システムの提案

道路巡回履歴データベースの構築

トータルマネジメントシステム
の提案

（現場レベルのロジックモデル）

政策評価手法のモデル化
（LCCやリスク評価等）

平
成
25
年
度



統合マネジメントモデル

ロジックモデルを有効活用するために
1. 意思決定の階層性を考慮，2.データ蓄積や抽出手法の効率化

が必要
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GPS衛星

タブレットPC
【手順３】

・巡視記録のサーバへの登録
・巡視日誌の打ちだし

【手順２】
道路状況の記録

【手順４】
・苦情、損傷など対応状況の確認
・データ分析

巡視 出張所 データサーバー

事務所

現
在

位
置

取
得

パトロール項目現地入力システム全体の概念図

【手順１】
タブレットPCへ過去のパトロールデータの読み込み



意思決定主体の階層性 ー求められるアウトプット例ー
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 出張所

 事務所

 本省・地方整備局

 巡回記録の検索
 路面異常発生時データの抽出
 苦情データの抽出
 総括表（仮）の作成
 備考の一覧

 一次分析
 重点管理地区の抽出
 未対応道路区間の抽出
 路線間の比較

 ベンチマーク分析（ポアソン
発生モデル）

 LCCの算出
 補修優先順位の算出

本省

地方整備局

事務所

出張所

長い

短い

主要データの
時間間隔

整備局・事務所レベルのロジックモデル1

インプット アウトプット アウトプット指標 中間アウトカム指標

路面補修
（巡回整備対応）

路面補修
（巡視工対応）

路面の凹凸の改善

穴ぼこの
発見－復旧

落下物
（巡視工対応）

路面の落下物処理

落下物
（巡回整備対応）

路面の落下物処理

復旧率

復旧率

落下物処理率

落下物処理率

サービス水準達成率

サービス水準達成率

サービス水準達成率

サービス水準達成率

側溝清掃
（維持管理作業対応）

側溝清掃
（巡回整備対応）

側溝機能の保持

側溝機能の保持

危険木伐採 危険木の伐採処理

苦情対応率

苦情対応率

苦情対応率
（不可抗力を除く）

路面の滞水による事故発生件数
路面の滞水によるひやり件数

路面の滞水による事故発生件数
路面の滞水によるひやり件数

サービス水準達成率

除草工、剪定工
（維持管理作業対応）

除草工
（巡回整備対応）

剪定工
（巡視工対応）

緑地帯の良好な維持

緑地帯の良好な維持

緑地帯の良好な維持

視距の確保の有無

苦情対応率

苦情対応率

サービス水準達成率

サービス水準達成率

サービス水準達成率
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中間アウトカム内容 最終アウトカム指標 最終アウトカム 経営目標

凹凸による事故低減

穴ぼこによる事故低減

落下物による事故低減

落下物による事故低減

年間の事故率

年間の事故率

年間の事故率

年間の事故率

路面の
安全確保

路面の
安全確保

健全な環境
の確保

健全な環境
の確保

安心・安全

安心・安全

排水機能の保持

排水機能の保持

危険木による事故低減

年間の事故率

年間の事故率

年間の事故率

路面の
安全確保

路面の
安全確保

路面の
安全確保

安心・安全

安心・安全

安心・安全

道路付属物や交通安全施設、方向者等
に対する運転手等の視認性確保

美観の確保

美観の確保、視認性確保

サービス水準
達成率

サービス水準
達成率

サービス水準
達成率

路面の
安全確保

健全な環境
の確保

健全な環境
の確保

安心・安全

快適

快適

快適

快適
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整備局・事務所レベルのロジックモデル2

事務所・出張所レベルのロジックモデル
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データベースの構築

データベース

• 巡回日誌
• 巡回整備日誌
• 維持作業指示書
• 維持作業完了確認簿
• 維持工事作業日誌
• ふれあいれぽ～と

• データの検索・閲覧
• 一次分析
• 路線による比較

巡回等により得られた全データを一つに
まとめ（データベース），それを利用して
必要な情報を引き出すシステムを開発．

元データ

アウトプット例
インプット（全データ）
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データベースの存在意義

①事務所レベルでのPDCA 【情報２を基にActionを決定する】

②出張所レベルでのPDCA 【情報１を基にActionを決定する】

③意思決定階層を跨いだ情報交換

10データ取得間隔が短い現場レベルでのデータベース構築が必要
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路面異常発生時データ

巡回記録の検索 一次分析

データベースシステムのインターフェース

LCCの算出

ベンチマーク分析

総括表（仮）の作成

重点管理地区の抽出 補修優先順位

出張所 事務所
本省

地方整備局

意思決定主体

・
・
・

分析項目の選択 分析項目の選択 分析項目の選択

・
・
・

・
・
・

出張所レベルの業務効率化

 研究会を通じていただいた事務所，出張所の巡回担当者
の意見から，以下の3つの課題を抽出

 巡回記録の確認

 発生した事象に対する処置の進捗状況

 道路管理瑕疵責任事象への対応

 巡回実施状況の確認と予測可能性の検証

 蓄積されたノウハウの引継ぎ

 現場固有の知識の活用
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出張所レベルにおける業務効率化
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保留日数 ：未指示場合は発見から時点taまでの日数

処置日数 ：未完了の場合は指示を出すから今日までの日数

t

発見

指示

完了

時点ｔa保留日数

処置日数

事象対応進捗把握
出張所レベルにおける業務効率化
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発見日付：2013/12/11
地名：
距離標：
未指示事象：
事故損傷物：
不良内容：除草工
報告日付：2013/12/14
指示日付：未定
保留日数：34
処置日数：
実施報告：
完了日付：

発見後、対応指示が出されていない事象

対応指示後、処置が完了していない事象

事象対応進捗把握

保留日数

1~10

11~30

31~

1~10

11~30

31~

処置日数

時点ta

出張所レベルにおける業務効率化



一次分析
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一次分析

重点管理地区の抽出

分析項目の選択

・
・
・

落下物発生頻度上位地点

落下物発生数（路線別）

変数のヒストグラム

一次分析種類の選択

変数間の相関関係

・
・
・

事務所レベルの業務効率化

路線ごとの落下物発生数
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2009/4/1～2010/4/1
期間の選択

～

2009/4/1

2010/4/1

OK キャンセル

調べたい期間を選択しOKボタンを押すと
路線ごとの落下物発生数のグラフが出力される

事務所レベルの業務効率化



ベンチマーク分析（入力）
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1号（草津地区）
1号BP（草津地区）
8号（草津地区）
1号（甲賀地区）
1号BP（甲賀地区）
8号（木之本地区）
8号（彦根地区）
21号（彦根地区）
161号（高島地区）
161号（大津地区）
161号BP（大津地区）

路線の選択 説明変数の選択

期間の選択

～

2009/4/1

2010/4/1

OK キャンセル

昼間交通量
夜間交通量
旅行速度
わだち掘れ量
平坦性
ひび割れ率

本省・地方整備局での業務効率化

ベンチマーク（出力）
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累積発生確率
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点検間隔：5日

点検間隔：10日

点検間隔：30日

落下物発生確率分布

本省・地方整備局での業務効率化



LCCの算出 －ある路線における期待費用－

本省・地方整備局での業務効率化
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インプット

• iPad点検システム

アウトプット

•アウトプット指標
•最適点検頻度分析

•苦情分析

中間アウトカム

•中間アウトカム指標
•最適点検頻度分析

•苦情分析

最終アウトカム

•最終アウトカム指標
•データベース

【その他情報】
昼間交通量
夜間交通量

・・・

マネジメントフローの効率化に向けて

より効
率的な
PDCA

Plan

Do

Check

Action

・
・
・

点検項目 状態
ポットホール
わだち
ひび割れ
その他
繁茂（建築限界）
視距確保
その他
繁茂（建築限界）
視距確保
倒木
枯木
その他
犬
猫
鳥
シカ
イノシシ
キツネ
タヌキ
クマ
その他
雑誌・新聞
段ボール
空き缶・ペットボトル
その他ゴミ
木片類
金属類
コンクリート類
プラスチック類
石
その他

舗装

除草

街路樹・雑木

動物死骸

落下物

主任監督員 監督員 現場技術員 同乗者
開始時刻 終了時刻 天候
△時△分 ▲時▲分 晴

運転者
○山○男

チェックポイント通過時間

Check Pt.1 8:45 Check Pt.2 10:25

Check Pt.3 15:45 Check Pt.4 17:00

201210241411.jpg

大津市大谷町 1

大津市大谷町 1

大津市追分町 161

野洲市三上 8

竜王町鏡 8

甲賀市水口町北泉 1丁目5番 201210241422.jpg

対応中

201210241350.jpg201210241312.jpg 201210241331.jpg
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上り 車道 落下物 木片 完了454.5 DID地区外

上り 歩道 落下物 その他 目視確認のみ 201210241308.jpgDID地区外

DID地区外上り 歩道 落下物 その他 完了 201210241326.jpg

上り 車道 (null) 完了

下り

メモ

DID地区外

下り 歩道

歩道 清掃 対応中 201210241007.jpg

危険木伐採

DID地区外

DID地区外

実施日時
平成２４年１０月２４日　水曜日

主任技術者
○山○男

距離標番号 施設項目 点検項目 処置状況諸元通番 上下別日時 住所

現場代理人
○山○男

DID

201210241059

201210241308

201210241326

201210241411

道路巡回日誌（草津地区点検パトロール）

1 201210241007

3

4

486.6

486.8

488.5

6

7

2 201210241015

557.15

550.75

写真
（対応前）

写真
（対応後）

201210241028.jpg

201210241025.jpg

201210241017.jpg 201210241037.jpg201210241059.jpg 201210241046.jpg

201210241015.jpg



御清聴ありがとうございました
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